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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク送信のために前記局にとって利用可能なリソースユニット（ＲＵ）のセッ
トを示す制御フレームをアクセスポイントから受信することと、ここにおいて、前記制御
フレームは、ＲＵの前記セットについてのフィードバックを求める要求であり、
　前記制御フレーム中に示されたＲＵの前記セットに関連するチャネルコンディションに
基づいて、ＲＵの前記セットについてのフィードバックを決定することと、
　前記局に割り振られたアップリンクリソース上で応答フレームを送信することと、ここ
において、前記応答フレームは、前記決定されたフィードバックを含み、かつ前記アップ
リンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信される、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記制御フレームは、トリガフレームである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フィードバックを前記決定することは、
　ＲＵの前記セットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディションを決定するこ
とと、ここで、前記それぞれのチャネルコンディションは、クリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）決定、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、またはチャネル品質情
報（ＣＱＩ）に基づいており、
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　ＲＵの前記セットの各ＲＵに関連する前記それぞれのチャネルコンディションに基づい
て順序付けられるＲＵのリストを決定することと
　を備える、請求項１～２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信された応答フレームは、ＲＵの前記順序付けられたリストを含む、請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバックを前記決定することは、ＲＵの前記セット中の少なくとも１つのＲ
Ｕのために好ましい変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を決定することをさらに備え
る、請求項３または４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記アップリンクリソースに関連する前記チャネルコンディションは、クリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）決定、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、エネルギ
検出（ＥＤ）レベルが第１のしきい値を上回ること、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）
が第２のしきい値を下回ること、のうちの１つに基づいて、前記アップリンクリソースに
関連するチャネルがビジーであることを示し、前記応答フレームは、前記チャネルがビジ
ーである間に前記アップリンクリソース上で送信される、請求項１～５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項７】
　アップリンク送信のために前記局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２の制御フ
レームを受信することをさらに備え、ＲＵの前記サブセットは、前記アクセスポイントに
送信された前記決定されたフィードバックに基づいている、請求項１～６のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、局であり、
　アップリンク送信のために前記局にとって利用可能なリソースユニット（ＲＵ）のセッ
トを示す制御フレームをアクセスポイントから受信するための手段と、ここにおいて、前
記制御フレームは、ＲＵの前記セットについてのフィードバックを求める要求であり、
　前記制御フレーム中に示されたＲＵの前記セットに関連するチャネルコンディションに
基づいて、ＲＵの前記セットについてのフィードバックを決定するための手段と、
　前記局に割り振られたアップリンクリソース上で応答フレームを送信するための手段と
、ここにおいて、前記応答フレームは、前記決定されたフィードバックを含み、かつ前記
アップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信される、
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記制御フレームは、トリガフレームである、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　フィードバックを決定するための前記手段は、
　ＲＵの前記セットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディションを決定するこ
とと、ここで、前記それぞれのチャネルコンディションは、クリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）決定、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、またはチャネル品質情
報（ＣＱＩ）に基づいており、
　ＲＵの前記セットの各ＲＵに関連する前記それぞれのチャネルコンディションに基づい
て順序付けられるＲＵのリストを決定することと
　を行うようにさらに適合される、請求項８または９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記送信された応答フレームは、ＲＵの前記順序付けられたリストを含む、請求項１０
に記載の装置。
【請求項１２】
　決定するための前記手段は、
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　ＲＵの前記セット中の少なくとも１つのＲＵのために好ましい変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）を決定すること
　を行うようにさらに適合される、請求項１０または１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記アップリンクリソースに関連する前記チャネルコンディションは、クリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）決定、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、エネルギ
検出（ＥＤ）レベルが第１のしきい値を上回ること、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）
が第２のしきい値を下回ること、のうちの１つに基づいて、前記アップリンクリソースに
関連するチャネルがビジーであることを示し、
　送信するための手段は、前記チャネルがビジーである間に前記アップリンクリソース上
で前記応答フレームを送信するようにさらに適合される、
　請求項８～１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　アップリンク送信のために前記局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２の制御フ
レームを受信することをさらに備え、ＲＵの前記サブセットは、前記アクセスポイントに
送信された前記決定されたフィードバックに基づいている、請求項８～１３のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項１５】
　プロセッサによって実行されたとき、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法を実施
するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、「CQI/CCA AWARE RESOURCE ALLOCATION」と題されて２０１６年１
月８日に出願された米国仮出願第６２／２７６，７６８号、および「CHANNEL AWARE RESO
URCE ALLOCATION」と題されて２０１７年１月５日に出願された米国特許出願第１５／３
９９，６１０号の利益を主張し、それらは参照によって全体がここに明示的に組み込まれ
る。
【背景技術】
【０００２】
　技術分野
　[0002]　本開示は、一般に通信システムに関し、より具体的には、チャネル品質情報（
ＣＱＩ）およびクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロトコルに基づいて、リソース
を割り振ることに関する。
【０００３】
　背景技術
　[0003]　多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの相互作用する
、空間的に隔てられたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワー
クは、地理的な範囲に従って分類され得、それは例えば、メトロポリタンエリア、ローカ
ルエリア、またはパーソナルエリアである可能性がある。そのようなネットワークは、ワ
イドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ロ
ーカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）とそれぞれ指定されるであろう。
ネットワークはまた、様々なネットワークノードおよびデバイスを相互接続するために使
用される交換（switching）／ルーティング技法（例えば、回路交換対パケット交換）、
送信のために用いられる物理媒体のタイプ（例えば、ワイヤード対ワイヤレス）、および
使用される通信プロトコルのセット（例えば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯ
ＮＥＴ（Synchronous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）等）によって異
なる。
【０００４】
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　[0004]　ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、よって動的
接続性の必要性があるとき、またはネットワークアーキテクチャが固定ではなくアドホッ
クのトポロジーで形成される場合、好ましいことが多い。ワイヤレスネットワークは、例
えば、無線、マイクロ波、赤外線、可視光線（optical）等の周波数バンドにおける電磁
波を使用して無誘導伝播モード（unguided propagation mode）において無形物理媒体を
用いる。ワイヤレスネットワークは、固定のワイヤードネットワークに比べたとき、ユー
ザモビリティおよび迅速なフィールド展開を有利に促進（facilitate）する。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本発明のシステム、方法、コンピュータ読み取り可能な媒体、およびデバイス
は、各々いくつかの態様を有し、それらのうちのいずれのものも、本発明の望ましい特質
を単体で担うものではない。以下の特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定
することなく、いくつかの特徴がこれより簡潔に説明される。この説明を考慮した後には
、および特に「詳細な説明」と題されたセクションを読んだ後には、本発明の特徴が、ワ
イヤレスネットワークにおけるデバイスにどのように利点を提供するかが理解されること
になる。
【０００６】
　[0006]　本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置（例えば、アクセスポイント
）を提供する。装置は、局のセットに、局のセットの各局にとって利用可能な、アップリ
ンク送信のためのリソースユニットのセットを示す制御フレームを送信するように構成さ
れ得る。制御フレームは、各局に対してリソースユニット（ＲＵ）のセットについてのフ
ィードバックを求める要求であり得る。装置は、各局から、送信された制御フレームに基
づいたアップリンクリソース上で、応答フレームを受信するように構成され得る。応答フ
レームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み得、かつアップリンクリソース
に関連するチャネルコンディションとは無関係に受信され得る。フィードバックは、ＲＵ
のセットに基づくＲＵの順序付けられたリスト（an ordered list of RUs）であり得る。
【０００７】
　[0007]　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置（例えば、局）を提供する
。装置は、アクセスポイントから、アップリンク送信のために局にとって利用可能なリソ
ースユニットのセットを示す制御フレームを受信するように構成され得る。制御フレーム
は、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求であり得る。装置は、制御フレ
ーム中に示されたＲＵのセットに関連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセ
ットについてのフィードバックを決定するように構成され得る。装置は、局に割り振られ
たアップリンクリソース上で応答フレームを送信するように構成され得る。応答フレーム
は、決定されたフィードバックを含み得、かつアップリンクリソースに関連するチャネル
コンディションとは無関係に送信され得る。
【０００８】
　[0008]　別の態様では、ワイヤレス通信のための方法が提供される。方法は、アクセス
ポイントから、アップリンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示すトリ
ガフレームを受信することを含み得、ここでトリガフレームは、ＲＵのセットについての
フィードバックを求める要求である。方法は、トリガフレーム中に示されたＲＵのセット
に関連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバック
を決定することと、局に割り振られたアップリンクリソース上で応答フレームを送信する
こととを含み得、ここで応答フレームは、決定されたフィードバックを含み、かつアップ
リンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信される。一つの事例
では、フィードバックを決定することは、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチ
ャネルコンディションを決定することであって、それぞれのチャネルコンディションは、
ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、またはＣＱＩに基づく、決定することと、ＲＵのセットの各Ｒ
Ｕに関連するそれぞれのチャネルコンディションに基づいて順序付けられるＲＵのリスト
を決定することと、を含み得る。別の事例では、フィードバックを決定することは、ＲＵ
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のセット中の少なくとも１つのＲＵのために好ましいＭＣＳを決定することをさらに含み
得る。別の事例では、アップリンクリソースに関連するチャネルコンディションは、ＣＣ
Ａ決定、ＮＡＶ設定、ＥＤレベルが第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２の
しきい値を下回ること、のうちの１つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチャ
ネルがビジーであることを示し得る。応答フレームは、チャネルがビジーである間にアッ
プリンクリソース上で送信される。別の事例では、方法は、アップリンク送信のために局
に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレームを受信することを含み得る
。ＲＵのサブセットは、アクセスポイントに送信された決定されたフィードバックに基づ
き得る。
【０００９】
　[0009]　別の態様では、ワイヤレス通信のための装置（例えば、局）が提供される。装
置は、アクセスポイントから、アップリンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセ
ットを示すトリガフレームを受信するための手段であって、ここにおいて、トリガフレー
ムは、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求である、受信するための手段
と、トリガフレーム中に示されたＲＵのセットに関連するチャネルコンディションに基づ
いて、ＲＵのセットについてのフィードバックを決定するための手段と、局に割り振られ
たアップリンクリソース上で応答フレームを送信するための手段であって、ここで応答フ
レームは、決定されたフィードバックを含み、かつアップリンクリソースに関連するチャ
ネルコンディションとは無関係に送信される、送信するための手段と、を含み得る。
【００１０】
　[0010]　別の態様では、ワイヤレス通信のための装置（例えば、局）が提供される。装
置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを含み得る。少なく
とも１つのプロセッサは、アクセスポイントから、アップリンク送信のために局にとって
利用可能なＲＵのセットを示すトリガフレームを受信することであって、ここでトリガフ
レームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求である、受信することと
、トリガフレーム中に示されたＲＵのセットに関連するチャネルコンディションに基づい
て、ＲＵのセットについてのフィードバックを決定することと、局に割り振られたアップ
リンクリソース上で応答フレームを送信することであって、ここで応答フレームは、決定
されたフィードバックを含み、かつアップリンクリソースに関連するチャネルコンディシ
ョンとは無関係に送信される、送信することと、を行うように構成され得る。
【００１１】
　[0011]　別の態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶する局のコンピュータ読み
取り可能な媒体。コンピュータ読み取り可能な媒体は、アクセスポイントから、アップリ
ンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示すトリガフレームを受信するこ
とであって、トリガフレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求で
ある、受信することと、トリガフレーム中に示されたＲＵのセットに関連するチャネルコ
ンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバックを決定することと、局
に割り振られたアップリンクリソース上で応答フレームを送信することであって、ここで
応答フレームは、決定されたフィードバックを含み、かつアップリンクリソースに関連す
るチャネルコンディションとは無関係に送信される、送信することと、を行うためのコー
ドを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]　図１は、本開示の態様が用いられ得る例示的なワイヤレス通信システム
を示す。
【図２】[0013]　図２は、チャネルコンディションに基づいたＭＵリソース割り振りのた
めの方法の例示的な図を例示する。
【図３】[0014]　図３は、ＲＵフィードバックを要求するための例示的なトリガフレーム
３００を例示する。
【図４】[0015]　図４は、図１のワイヤレス通信システム内でリソース割り振りのための
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フィードバックを請求（solicits）するワイヤレスデバイスの例示的な機能ブロック図を
示す。
【図５】[0016]　図５は、リソースユニットフィードバックに基づいたリソース割り振り
の例示的な方法のフローチャートである。
【図６】[0017]　図６は、フィードバックに基づいてリソース割り振りを実施し得る例示
的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック図である。
【図７】[0018]　図７は、図１のワイヤレス通信システム内で用いられ得るリソースユニ
ットフィードバックを提供するワイヤレスデバイスの例示的な機能ブロック図を示す。
【図８】[0019]　図８は、ＭＵ送信のために利用可能なリソースユニットについてのフィ
ードバックを提供する例示的な方法のフローチャートである。
【図９】[0020]　図９は、リソースユニットフィードバックを提供するための例示的なワ
イヤレス通信デバイスの機能ブロック図である。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0021]　新規のシステム、装置、コンピュータ読み取り可能な媒体、および方法の様々
な態様が、以下で添付の図面を参照してより十分に説明される。しかしながら、本開示は
、多くの異なる形式で具現化され得、本開示全体を通して提示される任意の特定の構造ま
たは機能に限定されるように解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示
が徹底的で完全なものとなるように、および当業者に本開示の範囲を完全に伝えるように
、提供されている。本明細書における教示に基づいて、当業者は、本開示の範囲が、本発
明の任意の他の態様から独立してインプリメントされようがあるいは本発明の任意の他の
態様と組み合わせてインプリメントされようが、ここに開示された新規のシステム、装置
、コンピュータプログラム製品、および方法のいかなる態様もカバーするように意図され
ていることを、認識するはずである。例えば、ここに記載されるいくつの態様を使用して
も、装置はインプリメントされ得る、または方法は実行され得る。加えて、本発明の適用
範囲は、ここに記載される本発明の様々な態様に加えて、またはそれら以外の、他の構造
、機能性、または構造および機能性を使用して実施されるそのような装置または方法をカ
バーするように意図されている。ここに開示されるいずれの態様も、特許請求の範囲の１
つまたは複数の要素によって具現化され得ることが理解されるべきである。
【００１４】
　[0022]　特定の態様がここに説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが、本
開示の範囲は、特定の利益、用途、または目的に限定されるようには意図されていない。
むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワークおよび送
信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、それらのうちのいくつかは、
好ましい態様の以下の説明に、および図に、例として例示される。詳細な説明および図面
は、本開示を限定するものではなくそれを単に例示するものであり、本開示の範囲は、添
付の特許請求の範囲およびそれらの同等物によって定義される。
【００１５】
　[0023]　普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのＷＬＡＮを含み
得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネットワーキングプロトコルを用いて、隣接する
デバイス同士を相互接続するために使用され得る。ここに説明される様々な態様は、例え
ばワイヤレスプロトコル等の、いかなる通信規格にも適用され得る。
【００１６】
　[0024]　いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、
直接シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組合
せ、または他のスキームを使用して、８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。８
０２．１１プロトコルのインプリメンテーションは、センサ、メータリング（metering）
、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有利には、８０２．１１
プロトコルをインプリメントするある特定のデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコ
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ルをインプリメントするデバイスに比べてより少ない電力を消費し得る、および／または
、比較的長距離、例えば約１キロメートルまたはそれより長い距離にわたってワイヤレス
信号を送信するために使用され得る。
【００１７】
　[0025]　いくつかのインプリメンテーションでは、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワー
クにアクセスするコンポーネントである様々なデバイスを含む。例えば、２つのタイプの
デバイス、アクセスポイント（ＡＰ）およびクライアント（局または「ＳＴＡ」とも呼ば
れる）が存在し得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのための基地局またはハブの役割を果た
し得、ＳＴＡは、ＷＬＡＮのユーザの役割を果たす。例えば、ＳＴＡは、ラップトップコ
ンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話等であり得る。一例では、ＳＴＡは、イ
ンターネットへの、または他のワイドエリアネットワークへの一般的な接続性を取得する
ために、Ｗｉ－Ｆｉ（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンク
を介してＡＰに接続する。いくつかのインプリメンテーションでは、ＳＴＡはまた、ＡＰ
としても使用され得る。
【００１８】
　[0026]　アクセスポイントはまた、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ
）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、トランシーバ基地局（ＢＴＳ）、基地
局（ＢＳ）、トランシーバ機能（ＴＦ）、無線ルータ、無線トランシーバ、接続ポイント
、または何らかの他の用語を備えるか、それらとしてインプリメントされるか、またはそ
れらとして知られ得る。
【００１９】
　[0027]　局はまた、アクセス端末（ＡＴ）、加入者局、加入者ユニット、モバイル局、
リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ
装置、または何らかの他の用語を備えるか、それらとしてインプリメントされるか、また
はそれらとして知られ得る。いくつかのインプリメンテーションでは、局は、セルラ電話
、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルルー
プ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデ
バイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得
る。したがって、ここに教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、セルラフォ
ンまたはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信デ
バイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（例えば、携帯情報端末
）、エンタテイメントデバイス（例えば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジ
オ）、ゲーミングデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、またはワイヤ
レス媒体を介して通信するように構成される任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得る
。
【００２０】
　[0028]　「関連付けする（associate）」または「関連付け（association）」という用
語、あるいはそのいかなる変形も、本開示のコンテキスト内で可能性のある最も広い意味
を与えられるべきである。例として、第１の装置が第２の装置と関連付けするとき、それ
ら２つの装置は直接的に関連付けられ得るか、または媒介装置が存在し得ることが理解さ
れるべきである。簡潔さのために、２つの装置間で関連付けを確立するための処理は、一
方の装置による「関連付け要求」とそれに続くもう一方の装置による「関連付け応答」と
を必要とするハンドシェイクプロトコルを使用して説明されることになる。ハンドシェイ
クプロトコルは、例としては認証を提供するためのシグナリングのような、他のシグナリ
ングを必要とし得ることが、当業者によって理解されることになる。
【００２１】
　[0029]　「第１の」、「第２の」等のような指定を使用した本明細書における要素への
いかなる言及も、通常それら要素の数量または順序を限定しない。むしろ、これらの指定
は、２つ以上の要素、または一要素の複数のインスタンス（instances）間で区別をする
便利な方法として本明細書では使用されている。したがって、第１の要素および第２の要
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素への言及は、用いられることができるのが２つの要素のみであることも、または第１の
要素が第２の要素より優先されなければならないことも、意味してはいない。加えて、項
目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及する表現は、単一のメンバ（members）を
含む、それらの項目のうちの任意の組合せに言及するものである。例として、「Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの少なくとも１つ」は、ＡまたはＢまたはＣ、またはそれらの任意の組合
せ（例えば、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃ）をカバーするように意図され
ている。
【００２２】
　[0030]　上述したように、ここに説明されるある特定のデバイスは、例えば、８０２．
１１規格をインプリメントし得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡまたはＡＰ、あるいは
他のデバイスのいずれとして使用されるかに関わらず、スマートメータリングのために、
またはスマートグリッドネットワークにおいて、使用され得る。そのようなデバイスは、
センサアプリケーションを提供し得るか、またはホームオートメーションで使用され得る
。それらデバイスは、代わりにまたはさらに、例えばパーソナルヘルスケアのために、ヘ
ルスケアコンテキストにおいて使用され得る。それらはまた、拡張された範囲のインター
ネット接続性（例えば、ホットスポット用の）を可能にするために、またはマシン同士の
通信をインプリメントするために、監視（surveillance）に使用され得る。
【００２３】
　[0031]　図１は、本開示の態様が用いられ得る例示的なワイヤレス通信システム１００
を示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、例えば８０２．１１規格に
準じて動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＡＰ１０４を含み得、それはＳＴ
Ａ（例えば、ＳＴＡ１１２、１１４、１１６、および１１８）と通信する。
【００２４】
　[0032]　多様な処理および方法が、ワイヤレス通信システム１００におけるＡＰ１０４
とＳＴＡとの間の送信のために使用され得る。例えば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技
法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送られ得るおよび受信され得る。この場合には
、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代替
的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送られ得るおよび受
信され得る。この場合には、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ば
れ得る。
【００２５】
　[0033]　ＡＰ１０４からＳＴＡのうちの１つまたは複数への送信を容易にする通信リン
クは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれ得、ＳＴＡのうちの１つまたは複数からＡＰ
１０４への送信を容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれ得る。
代替的に、ダウンリンク１０８は、フォワードリンクまたはフォワードチャネルと呼ばれ
得、アップリンク１１０は、リバースリンクまたはリバースチャネルと呼ばれ得る。いく
つかの態様では、ＤＬ通信は、ユニキャストまたはマルチキャストトラフィックインジケ
ーションを含み得る。
【００２６】
　[0034]　ＡＰ１０４は、著しいアナログデジタル変換（ＡＤＣ）クリッピングノイズを
生じさせることなくＡＰ１０４が１つより多くのチャネル上で複数のＵＬ通信を同時に受
信し得るように、いくつかの態様では隣接チャネル干渉（ＡＣＩ）を抑制し得る。ＡＰ１
０４は、例えば、チャネルごとに別個の有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタを有する
こと、または増大されたビット幅でより長いＡＤＣバックオフ期間を有することによって
、ＡＣＩの抑制を改善し得る。
【００２７】
　[0035]　ＡＰ１０４は、基地局として機能し、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２に
おいてワイヤレス通信カバレッジを提供し得る。ＢＳＡ（例えば、ＢＳＡ１０２）は、Ａ
Ｐ（例えば、ＡＰ１０４）のカバレッジエリアである。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連
付けられかつ通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡと併せて、基本サービスセット（
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ＢＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ（例えば、ＡＰ１０
４）を有さない可能性があり、むしろ複数のＳＴＡ間のピアツーピアネットワークとして
機能し得ることに留意されたい。したがって、ここに説明されるＡＰ１０４の機能は、代
替的に、ＳＴＡのうちの１つまたは複数によって実施され得る。
【００２８】
　[0036]　ＡＰ１０４は、１つまたは複数のチャネル（例えば、各チャネルが１つの周波
数バンド幅を含む、複数のナローバンドチャネル）上で、ダウンリンク１０８のような通
信リンクを介して、ワイヤレス通信システム１００の他のノード（ＳＴＡ）に、ビーコン
信号（または単に「ビーコン」）を送信し得、それは他のノード（ＳＴＡ）がＡＰ１０４
とそれらのタイミングを同期するのに役立ち得る、またはそれは他の情報または機能性を
提供し得る。そのようなビーコンは、周期的に送信され得る。一態様では、連続する複数
の送信間の期間は、スーパーフレームと呼ばれ得る。ビーコンの送信は、いくつかのグル
ープまたはインターバルに分割され得る。一態様では、ビーコンは、共通クロックを設定
するためのタイムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、性
能情報、スーパーフレーム持続時間、送信方向情報、受信方向情報、近隣リスト（neighb
or list）、および／または拡張された近隣リストのような情報に限定されるわけではな
いがそれらを含み得、それらのうちのいくつかは、以下でさらに詳細に説明される。した
がって、ビーコンはいくつかのデバイス間で共通の（例えば、共有される）情報と、所与
のデバイスに特有の情報との両方を含み得る。
【００２９】
　[0037]　いくつかの態様では、ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１４）は、ＡＰ１０４に通信
を送るために、および／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に関連
付けすることが必要とされ得る。一態様では、関連付けするための情報は、ＡＰ１０４に
よってブロードキャストされるビーコンに含まれる。そのようなビーコンを受信するため
に、ＳＴＡ１１４は、例えば、カバレッジ領域上で広範なカバレッジ探索（a broad cove
rage search）を実施し得る。探索はまた、ＳＴＡ１１４によって、例えば灯台のような
方法で（in a lighthouse fashion）カバレッジ領域をスイープすることによって実施さ
れ得る。関連付けするための情報を受信した後で、ＳＴＡ１１４は、関連付けプローブま
たは要求のような基準信号をＡＰ１０４に送信し得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４
は、例えば、インターネットまたは公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）のようなより
大きなネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用し得る。
【００３０】
　[0038]　一態様では、ＡＰ１０４は、様々な機能を実施するための１つまたは複数のコ
ンポーネントを含み得る。例えば、ＡＰ１０４は、フィードバック情報に基づいて、ＭＵ
送信のためのリソースの割り振りに関係するプロシージャを実施するための、リソース割
り振りコンポーネント１２４を含み得る。この例では、リソース割り振りコンポーネント
１２４は、局のセットに、局のセットの各局にとって利用可能な、アップリンク送信のた
めのリソースユニットのセットを示す制御フレームを送信するように構成され得る。制御
フレームは、各局に対してＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求であり得
る。リソース割り振りコンポーネント１２４は、各局から、送信された制御フレームに基
づいたアップリンクリソース上で、応答フレームを受信するように構成され得る。応答フ
レームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み得、かつアップリンクリソース
に関連するチャネルコンディションとは無関係に受信され得る。フィードバックは、ＲＵ
のセットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。
【００３１】
　[0039]　別の態様では、ＳＴＡ１１４は、様々な機能を実施するための１つまたは複数
のコンポーネントを含み得る。例えば、ＳＴＡ１１４は、ＭＵ送信のために利用可能なリ
ソースユニットについてのフィードバックを提供することに関係するプロシージャを実施
するための、フィードバックコンポーネント１２６を含み得る。この例では、フィードバ
ックコンポーネント１２６は、アクセスポイントから、アップリンク送信のために局にと
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って利用可能なリソースユニットのセットを示す制御フレームを受信するように構成され
得る。制御フレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求であり得る
。フィードバックコンポーネント１２６は、制御フレーム中に示されたＲＵのセットに関
連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバックを決
定するように構成され得る。フィードバックコンポーネント１２６は、局に割り振られた
アップリンクリソース上で応答フレームを送信するように構成され得る。応答フレームは
、決定されたフィードバックを含み得、かつアップリンクリソースに関連するチャネルコ
ンディションとは無関係に送信され得る。
【００３２】
　[0040]　Ｗｉ－Ｆｉネットワークでは、ＡＰおよびＳＴＡのようなワイヤレスデバイス
は、データが別のワイヤレスデバイスに送信され得るかどうかを決定する目的で、送信チ
ャネルがアイドルであるか、またはビジーであるかを決定するために、クリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）を実施し得る。ＣＣＡは、２つのコンポーネント、つまりキャリア
検知（ＣＳ：carriers sense）およびエネルギ検出を有する。キャリア検知は、到来する
（incoming）Ｗｉ－Ｆｉ信号プリアンブル、つまり受信機が送信機からのワイヤレス信号
を獲得（acquire）し送信機と同期することを可能にする他のワイヤレスデバイスからの
信号を、ワイヤレスデバイス（例えば、ＡＰまたはＳＴＡ）が検出および復号する能力を
指す。例えば、第１のＡＰは、Ｗｉ－Ｆｉ信号プリアンブルをブロードキャストし得、Ｗ
ｉ－Ｆｉ信号プリアンブルは、第２のＡＰまたはＳＴＡによって検出され得る。同様に、
第３のＡＰは、Ｗｉ－Ｆｉ信号プリアンブルをブロードキャストし得、Ｗｉ－Ｆｉ信号プ
リアンブルは、第２のＡＰによって検出され得る。第２のＡＰがＷｉ－Ｆｉ信号プリアン
ブルのうちの１つまたは複数を検出するとき、第２のＡＰは、送信チャネルがビジーであ
ると決定し得、データを送信しない可能性がある。ＣＣＡは、Ｗｉ－Ｆｉ信号プリアンブ
ルに関連する送信フレーム長の間、ビジーのままであり得る。
【００３３】
　[0041]　ＣＣＡの第２のコンポーネントは、エネルギ検出であり、それはワイヤレスデ
バイスが送信チャネル上に存在するエネルギレベルを検出する能力を指す。エネルギレベ
ルは、異なる干渉ソース、Ｗｉ－Ｆｉ送信、ノイズフロア、および／または周囲のエネル
ギに基づき得る。Ｗｉ－Ｆｉ送信は、破損しているかまたは弱すぎて送信がもはや復号さ
れることができない識別不能なＷｉ－Ｆｉ送信を含み得る。送信チャネルがビジーである
時間の正確な長さが知られ得るキャリア検知とは異なり、エネルギ検出は、エネルギが依
然として存在するかどうかを決定するために送信チャネルの周期的なサンプリングを使用
する。さらに、エネルギ検出は、報告されたエネルギレベルが送信チャネルをビジーであ
るまたはアイドルであると報告するために適切であるかどうかを決定するために使用され
る、少なくとも１つのしきい値を必要とし得る。このエネルギレベルは、ＥＤレベル／Ｅ
Ｄしきい値レベルまたはＣＣＡ感度レベルと呼ばれ得る。例えば、ＥＤレベルがしきい値
を上回る場合、ワイヤレスデバイスは、送信を控えることによって、他のデバイスに譲歩
（defer to）し得る。
【００３４】
　[0042]　ワイヤレスネットワークでは、ＡＰは、アップリンク送信（例えば、アップリ
ンクマルチユーザ（ＵＬ　ＭＵ）送信）のためにおよび／またはＤＬ　ＭＵ送信のために
ＳＴＡに割り振られるリソースユニット（ＲＵ）のセットを示すために、制御フレーム（
例えば、トリガフレーム）をＳＴＡに送信し得る。一態様では、ＳＴＡは、制御フレーム
中に示されたＲＵのうちのいずれか上で送信するかどうかを決定する際に、ＲＵのセット
に関連するＣＣＡステータスを考慮し得る。割り振られたＲＵのセットに関してチャネル
がビジーであることをＣＣＡステータスが示す場合には、ＳＴＡは、ＲＵのそのセット上
で送信をしない可能性がある。別の態様では、ＳＴＡは、チャネルがビジーであるかどう
かを決定するために、割り振られたＲＵが利用可能である時間についてのネットワーク割
り振りベクトル（ＮＡＶ）設定を考慮し得る。別の態様では、ＳＴＡは、割り振られたＲ
Ｕ上で送信するべきかどうかを決定するために、割り振られたＲＵに関連するチャネル品
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質情報（ＣＱＩ）を考慮し得る。一例では、チャネルがビジーであることをＣＣＡステー
タスおよび／またはＮＡＶ設定が示すとき、またはチャネルコンディションが不良である
ことをＣＱＩが示すとき、ＳＴＡは、トリガフレームに応答しない可能性がある、および
／または送信のために割り振られたＲＵを使用しない可能性がある。したがって、ＳＴＡ
に割り振られている利用可能なリソースユニットは、未使用のままとされ得る。未使用の
割り振られたＲＵの数を減少させる必要がある。
【００３５】
　[0043]　図２は、チャネルコンディションに基づいたＭＵリソース割り振りのための方
法の例示的な図２００、２５０を例示する。図２００を参照すると、ＡＰは、ＢＳＡ内の
ＳＴＡ１～８にサービス提供し得る。ＡＰは、ＵＬ　ＭＵおよび／またはＤＬ　ＭＵ送信
のためにＳＴＡ１～８に割り振られ得るリソースユニットのセットを決定し得る。例えば
、ＡＰは、使用されていないリソースユニットを識別し得、そのリソースユニットのサブ
セットをＵＬおよび／またはＤＬ　ＭＵ送信のために割り振り得る。２０２において、Ａ
Ｐは、ＤＬ送信を介してＳＴＡ１～８に第１のトリガフレーム（または別のＤＬ／ＵＬ　
ＭＵ制御フレーム）を送信し得る。第１のトリガフレームは、ＳＴＡ１～８にとって利用
可能なＵＬ　ＭＵ送信のためのリソースユニットのセットを示し得る。一態様では、第１
のトリガフレームは、第１のトリガフレームがＳＴＡ１～８を対象とすることを示すため
に、ＳＴＡ１～８の各々に関連する識別子を含み得る。第１のトリガフレームは、ＳＴＡ
１～８の各々について別個のＲＵのセットを示し得る。一態様では、第１のトリガフレー
ムは、各ＳＴＡにとって利用可能なＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求
を表し得る。ＡＰは、制御応答フレームにおけるフィードバック（例えば、クライアント
接続品質（ＣＣＱ）フィードバックおよび／またはＣＱＩフィードバック）についてポー
リングするために第１のトリガフレームを利用し得る。一態様では、制御応答フレームは
、高効率アグリゲーション（ＨＥ－Ａ：high-efficiency aggregation）制御フレームま
たは向上された送信可（Ｅ－ＣＴＳ：enhanced clear to send）フレームの変形であり得
る。例えば、第１のトリガフレームは、フィードバック要求ビットを含み得る。フィード
バック要求ビットが１に設定されるとき、第１のトリガフレームは、第１のトリガフレー
ム中に示されるリソースユニットに関連するフィードバック情報を求める要求を表し得る
。フィードバック要求ビットが０に設定されるとき、第１のトリガフレームは、第１のト
リガフレーム中に示されるリソースユニットに関連するフィードバック情報を要求しない
可能性がある。
【００３６】
　[0044]　第１のトリガフレームを受信すると、ＳＴＡ１～８の各々は、第１のトリガフ
レームに示されるように各それぞれのＳＴＡに割り振られたＲＵのセットを決定し得る。
第１のトリガフレームがフィードバックを求める要求であるとすれば、各ＳＴＡは、第１
のトリガフレーム内で他のＳＴＡに割り振られたＲＵを含む、第１のトリガフレーム中に
示されるＲＵの利用可能なセットについてのフィードバックを決定し得る。一例では、Ｓ
ＴＡ１は、ＳＴＡ１に割り振られたＲＵのセットを決定し得る。一態様では、ＳＴＡ１は
、ＳＴＡ１に割り振られたＲＵのセットに対してＣＣＡを実施し得る。この態様では、Ｓ
ＴＡ１は、測定されたエネルギレベルがエネルギ検出レベルしきい値を上回るかどうかを
決定するためにリソースユニットのセット上のエネルギレベルを測定し得るか、またはリ
ソースユニットのセット上でいずれかのプリアンブルが検出されたかどうかを決定し得る
。ＳＴＡ１は、ＲＵのセット中のＲＵのうちの少なくともいくつかがＣＣＡをクリアとす
る（clear）（例えば、ＲＵのうちの少なくともいくつかについての測定されたエネルギ
レベルがエネルギ検出レベルしきい値を下回る、および／またはＲＵのうちの少なくとも
いくつかの上でプリアンブルが検出されなかった）ことを決定し得る。別の態様では、Ｓ
ＴＡ１は、ＳＴＡ１におけるＮＡＶ設定に基づいて、ＲＵのセットについてチャネルがビ
ジーであるかどうかを決定し得る。さらに別の態様では、ＳＴＡ１は、（例えば、第１の
トリガフレーム内のＳＴＡ２～８等の）他のＳＴＡに割り振られたＲＵを含む、ＲＵのセ
ット中の各ＲＵについてＣＱＩを測定し得る。前述の内容に基づいて、ＳＴＡ１は、ＣＣ
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Ａをクリアとした、および／またはＮＡＶ設定に基づいて使用されていない、ＲＵのセッ
ト中の１つまたは複数のＲＵを決定し得る。ＣＣＡをクリアとした１つまたは複数のＲＵ
は、ＳＴＡ１によって使用されることになるＲＵを表し得る。さらに、ＳＴＡ１はまた、
１つまたは複数のＲＵの各々についてＣＱＩを測定し得る。
【００３７】
　[0045]　２０４において、ＳＴＡ１は、制御応答（Ｃ－ＲＰ）フレームにおいて、１つ
または複数のＲＵのインジケーションをＡＰに送信し得る。制御応答フレームにおいて、
１つまたは複数のＲＵは、ＣＱＩの観点による選好（preference）の順序でリスト化（li
sted）され得る。例えば、１番目にリストされたＲＵ（the first RU listed）は最も高
いＣＱＩを有し得、最後にリストされたＲＵ（the last RU listed）は最も低いＣＱＩを
有し得る。別の態様では、ＤＬ　ＭＵリソースユニットに関して、ＳＴＡ１はさらに、Ｒ
Ｕ上でデータを受信するために使用されるのに好ましいＭＣＳを決定し得、制御応答フレ
ームにおいて各ＲＵに関連するその好ましいＭＣＳを送信し得る。
【００３８】
　[0046]　ＳＴＡ１は、第１のトリガフレーム中に示されるアップリンクリソース上で制
御応答フレームを送信し得る。一態様では、そのアップリンクリソースは、ＲＵのセット
に示されるリソースユニットのうちの１つであり得る。別の態様では、そのアップリンク
リソースは、制御応答フレームを送信するための専用のＲＵであり得る。アップリンクリ
ソース上で制御応答フレームを送信するとき、ＳＴＡ１は、アップリンクリソースに関連
するＣＱＩ情報、ＮＡＶ設定、および／またはＣＣＡを無視し得る。例えば、アップリン
クリソースがＣＣＡをクリアとしない（例えば、アップリンクリソース上で検出されたプ
リアンブルまたは測定されたエネルギレベルがしきい値を上回る）ときや、アップリンク
リソース上での送信がＮＡＶ設定に基づいて別の進行中の（ongoing）送信と干渉し得る
ときや、またはアップリンクリソースが不良なチャネル品質を有するチャネルに関連する
ときでさえも、ＳＴＡ１は、ＲＵのセットについてのフィードバックを提供するために制
御応答フレームをＡＰに送信し得る。言い換えれば、アップリンクリソース上での制御応
答フレームの送信は、アップリンクリソースに関連するチャネルステータスとは無関係で
あり得、故に、制御応答フレームは、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジー
であるときでさえ送信され得る。
【００３９】
　[0047]　図２００を参照すると、ＳＴＡ３、４、６、８は、ＣＣＡをクリアとする第１
のトリガフレーム中に示される１つまたは複数のＲＵを、同様に決定し得る。さらに、Ｓ
ＴＡ３、４、６、および８はまた、２０４において、それぞれの制御応答フレームをＡＰ
に送信し得る。それぞれの制御応答フレームの各々は、ＣＣＡをクリアとした１つまたは
複数のＲＵを示し得、１つまたは複数のＲＵは、（例えば、ＣＱＩに基づいた）選好の順
序でリスト化され得る。しかしながら、ＳＴＡ２、５、７、９は、ＳＴＡ２、５、７、９
にとって利用可能なＲＵのセットに示されるＲＵのうちのいずれも、ＣＣＡをクリアとし
ない（またはＮＡＶ設定に従って利用可能でない）ことを決定し得る。したがって、ＳＴ
Ａ２、５、７、９は各々、ＳＴＡ２、５、７、９が第１のトリガフレーム中に示されるリ
ソースのいずれにおいても送信しないことを示すそれぞれの制御応答フレームを、ＡＰに
送信し得る。
【００４０】
　[0048]　ＲＵのセットについてのフィードバックを含む様々な制御応答フレームをＳＴ
Ａ１～８から受信した後で、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信についてスケジュールされるべきＳ
ＴＡのサブセットを決定し得る。上述したようにＳＴＡ２、５、７、９は、（例えば、Ｒ
ＵがＣＣＡをクリアとしなかったので、またはＳＴＡがもはや送信するデータを有さない
ので）ＳＴＡ２、５、７、９がＲＵのそれぞれのセット上で送信しないことを示し得る。
ＳＴＡ１、３、４、６、８の各々から、ＡＰは、ＳＴＡが送信をそれ上で行い得る１つま
たは複数のＲＵに関連する選好を示す、それぞれの順序付けられたＲＵのリストを受信し
得る。受信されたフィードバックに基づいて、ＡＰは、ＣＣＡをクリアとした１つまたは
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複数のＲＵを示したＳＴＡ１、３、５、６、８のサブセットを選択し得る。ＡＰは、順序
付けられたリストにおいて各ＳＴＡによって示される選好に基づいて、ＳＴＡ１、３、５
、６、８に割り振られるべきＲＵサイズおよびＲＵロケーションを決定することによって
、ＲＵの更新されたセットを割り振り得る。
【００４１】
　[0049]　一態様では、ＲＵの順序付けられたリストは、チャネル利用可能性ビットマッ
プであり得る。チャネル利用可能性マップは、（例えば、２０ＭＨｚチャネル、４０ＭＨ
ｚチャネル、８０ＭＨｚチャネル、または１６０ＭＨｚチャネル等の）ＲＵの順序付けら
れたリストを含む。例えばＲＵに対応するビットが１に設定されるときには、ＲＵは、チ
ャネル測定値に基づいて、ＳＴＡ１にとって利用可能であり得る。対応するビットが０に
設定されるときには、ＲＵはＳＴＡ１にとって利用可能でない可能性がある。
【００４２】
　[0050]　更新されたＲＵ割り振りに基づいて、２０６において、ＡＰは、ＳＴＡ１、３
、４、６、８に割り振られたＲＵのサブセットを示す、ＳＴＡ１、３、４、６、８のため
の第２のトリガフレームを送り得る。図２００に示されるように、ＳＴＡ１、３、８は、
ＳＴＡ４、６に比べてより多くのＲＵを割り振られ得る、なぜならある特定のＲＵについ
てのＳＴＡ１、３、８に関するＣＱＩはＳＴＡ４、６についてのＣＱＩよりも良い可能性
があるからである。したがって、ＡＰは、より良いチャネル品質を有するＳＴＡに、より
多くの量のＲＵを割り振り得る。
【００４３】
　[0051]　２０８において、第２のトリガフレームを受信した後、ＳＴＡ１、３、４、６
、８は、第２のトリガフレームに示された更新されたリソース割り振りに基づいて、ＡＰ
にＵＬデータを送信し得る。一態様では、ＵＬデータは、アグリゲートされた媒体アクセ
ス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（ＡＭＰＤＵ）において送信され得る。２１
０において、ＳＴＡ１、３、４、６、８は、第１のトリガフレームおよび／または第２の
トリガフレーム中に示されるリソースのセットに基づいて、ＡＰからＤＬ　ＡＭＰＤＵを
受信し得る。
【００４４】
　[0052]　一態様では、ＡＰは、ＳＴＡの報告されたＲＵの選好に基づいてＵＬのための
第２のトリガフレームを生成するのに十分な時間を有しない可能性がある。この態様では
、ＡＰは、図２５０に示されるように、第２のトリガフレームを送る前に、最初にＤＬ　
ＭＵフレームを送信することによって、第２のトリガフレームを生成するためにより多く
の時間をリザーブ（reserve）し得る。
【００４５】
　[0053]　図２５０を参照すると、２５２において、ＡＰは、ＵＬおよび／またはＤＬ　
ＭＵ送信のためにＳＴＡ１～８にとって利用可能なＲＵのセットを示す第１のトリガフレ
ームを、ＳＴＡ１～８に送り得る。第１のトリガフレームを受信すると、ＳＴＡ１～８は
、ＲＵのセット中の１つまたは複数のＲＵがＣＣＡをクリアとするかどうかを決定し得、
もしそうである場合、１つまたは複数のＲＵに関連する測定されたＣＱＩに従って、１つ
または複数のＲＵを順序付け得る。２５４において、ＳＴＡ１～８は各々、ＡＰに制御応
答フレームを送信し得る。ＡＰは、ＳＴＡ１～８から制御応答フレームを受信し得る。各
制御応答フレームは、ＣＣＡをクリアとしたＲＵのセット内の１つまたは複数のリソース
ユニットを示し得る。複数のＲＵが制御応答フレームに示される場合、ＲＵはまた、ＳＴ
Ａに関する選好またはＣＱＩ測定値に基づいて、順序付けられ得る。一態様では、ＡＰは
、第２のトリガフレームを生成するのに十分な時間を有しない可能性がある（例えば、時
間制約のあるＤＬデータ（time-sensitive DL data）が送信される準備ができている）。
そうすると、２５６において、ＡＰは、最初に第１のトリガフレーム中に示されるＤＬリ
ソースに基づいて、ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１、３、４、６、８）にＤＬパケットを送信
し得る。続いて、ＡＰは、図２００に関して説明されたＵＬリソース割り振りに関するも
のと同様の方法で、ＵＬリソース割り振りを決定し得る。２５４において受信されるフィ
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ードバックに基づいてリソース割り振りを決定した後、ＡＰは、ＳＴＡのサブセット（例
えば、ＳＴＡ１、３、４、６、８）に、２５８において、第２のトリガフレームを送信し
得る。ＳＴＡのサブセットは、第２のトリガフレームを受信し得、そして２６０において
、ＵＬデータをＡＰに送信し得る。
【００４６】
　[0054]　図３は、ＲＵフィードバックを要求するための例示的なトリガフレーム３００
を例示する。トリガフレーム３００は、ＤＬおよびＵＬ　ＭＵ送信のためのリソースにつ
いてのフィードバックを請求するために使用され得る。トリガフレームは、フレーム制御
フィールド３０２、持続時間フィールド３０４、受信機アドレス（ＲＡ）フィールド３０
６（または複数のＲＡフィールド）、送信アドレス（ＴＡ）フィールド３０８、共通情報
フィールド３１０、１つまたは複数のユーザ情報フィールド３１２、パディング（paddin
g）３１４、およびフレームチェックシーケンス３１６を含み得る。ＲＡフィールド３０
６は、受信側ＳＴＡのアドレスを識別し得る。トリガフレーム３００が１つの受信側ＳＴ
Ａを有する場合には、ＲＡフィールド３０６は、ＳＴＡ（例えば、図２におけるＳＴＡ１
）のＭＡＣアドレスである。トリガフレーム３００が複数の受信側ＳＴＡを有する場合に
は、ＲＡフィールド３０６は、ブロードキャストアドレスを含み得る。ＴＡフィールド３
０８は、トリガフレームを送信するデバイス（例えば、ＡＰ）のアドレスを含み得る。共
通情報フィールド３１０は、いくつかのサブフィールドを含み得る。一態様では、共通情
報フィールド３１０は、トリガフレーム３００がＲＵフィードバックについての報告を要
求するかどうかを示し得る。例えば、共通情報フィールド３１０は、ＡＰがＲＵについて
のフィードバックを要求するかどうかを示すために使用されるフィードバック要求ビット
を含み得る。別の態様では、フィードバック要求ビットは、トリガフレーム３００内の任
意の他のフィールドに含まれ得る。例えば、１つまたは複数のユーザ情報フィールド３１
２の各々は、各別個のＳＴＡを対象とするフィードバック要求ビットを含み得る。別の態
様では、フィードバック要求ビットは、トリガフレーム３００が割り振られたＲＵについ
てのフィードバックを要求するまたはクエリ（queries）するタイプであることを示し得
る。
【００４７】
　[0055]　図３を参照すると、ユーザ情報フィールドは、関連付けＩＤ（ＡＩＤ）サブフ
ィールド３１８、ＲＵ割り振りサブフィールド３２０、コーディングタイプサブフィール
ド３２２、ＭＣＳサブフィールド３２４、および他のサブフィールドを含み得る。ＡＩＤ
サブフィールド３１８は、そのユーザ情報フィールドが対象とするユーザ（the user for
 which the user info field is intended）を識別し得る。ＲＵ割り振りサブフィールド
３２０は、ＡＩＤサブフィールド３１８において識別されたＳＴＡに割り振られる１つま
たは複数のリソースユニットを示し得る。コーディングタイプサブフィールド３２２は、
コードタイプ（例えば、バイナリ畳み込みコーディングまたは低密度パリティチェックコ
ーディング）を示す。ＭＣＳサブフィールド３２４は、ＡＩＤサブフィールド３１８にお
いて識別されたＳＴＡに割り当てられるＭＣＳを示し得る。パディングサブフィールド３
１４は、受信側ＳＴＡに、応答を準備するための時間をより多く与えるために、フレーム
長を拡張する。ＦＣＳサブフィールド３１６は、トリガフレーム３００のエラー検出を可
能にする。
【００４８】
　[0056]　図４は、図１のワイヤレス通信システム１００内でリソース割り振りのための
フィードバックを請求するワイヤレスデバイス４０２の例示的な機能ブロック図を示す。
ワイヤレスデバイス４０２は、ここに説明された様々な方法をインプリメントするように
構成され得るデバイスの例である。例えば、ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ（例えば
、ＡＰ１０４）を備え得る。
【００４９】
　[0057]　ワイヤレスデバイス４０２は、ワイヤレスデバイス４０２の動作を制御するプ
ロセッサ４０４を含み得る。プロセッサ４０４はまた、セントラルプロセシングユニット
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（ＣＰＵ）とも呼ばれ得る。メモリ４０６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得、プロセッサ４０４に命令およびデータを提供
し得る。メモリ４０６の一部はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を
含み得る。プロセッサ４０４は、典型的には、メモリ４０６内に記憶されたプログラム命
令に基づいて、論理および算術演算（logical and arithmetic operations）を実施する
。メモリ４０６における命令は、ここに説明される方法をインプリメントするために（例
えば、プロセッサ４０４によって）実行可能であり得る。
【００５０】
　[0058]　プロセッサ４０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いてインプリメントさ
れる処理システムのコンポーネントであり得るか、またはそれを備え得る。１つまたは複
数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナル
プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラ
ム可能な論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理（gated 
logic）、ディスクリートハードウェアコンポーネント、専用ハードウェア有限ステート
マシン、または、情報の計算または他の操作を実施することができる任意の他の好適なエ
ンティティのいかなる組合せでもインプリメントされ得る。
【００５１】
　[0059]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械読み取り可能な媒体
を含み得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、ハードウェア記述言語、または他の呼称のいずれで呼ばれようと、いかなるタイ
プの命令も意味するように広く解釈されるべきである。命令は、コード（例えば、ソース
コードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能なコードフォーマット、ま
たは任意の他の好適なコードフォーマットの）を含み得る。命令は、１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行されると、処理システムに、ここに説明される様々な機能を実施さ
せる。
【００５２】
　[0060]　ワイヤレスデバイス４０２はまた、ハウジング４０８を含み得、またワイヤレ
スデバイス４０２は、ワイヤレスデバイス４０２とリモートデバイスとの間のデータの送
信および受信を可能にするために、送信機４１０および／または受信機４１２を含み得る
。送信機４１０および受信機４１２は、トランシーバ４１４へと組み合わせられ得る。ア
ンテナ４１６がハウジング４０８に取り付けられ、トランシーバ４１４に電気的に結合さ
れ得る。ワイヤレスデバイス４０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトラン
シーバ、および／または複数のアンテナを含み得る。
【００５３】
　[0061]　ワイヤレスデバイス４０２はまた、トランシーバ４１４または受信機４１２に
よって受信される信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る、信号検出器
４１８を含み得る。信号検出器４１８は、総エネルギ、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギ、電力スペクトル密度、および他の信号としてそのような信号を検出し得る
。ワイヤレスデバイス４０２はまた、信号の処理に使用するためのＤＳＰ４２０を含み得
る。ＤＳＰ４２０は、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの
態様では、パケットは、物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコ
ルデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００５４】
　[0062]　ワイヤレスデバイス４０２は、いくつかの態様では、ユーザインタフェース４
２２をさらに備え得る。ユーザインタフェース４２２は、キーパッド、マイクロフォン、
スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインタフェース４２２は、ワ
イヤレスデバイス４０２のユーザに情報を伝達する、および／またはユーザから入力を受
け取るいかなる要素またはコンポーネントも含み得る。
【００５５】
　[0063]　ワイヤレスデバイス４０２がＡＰ（例えば、ＡＰ１０４）としてインプリメン
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トされるとき、ワイヤレスデバイス４０２はまた、リソース割り振りコンポーネント４２
４を備え得る。リソース割り振りコンポーネント４２４は、局のセットに、局のセットの
各局にとって利用可能な、アップリンク送信のためのＲＵのセットを示すトリガフレーム
（例えば、トリガフレーム４３４）を送信するように構成され得る。トリガフレームは、
各局に対してＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求を含み得る。リソース
割り振りコンポーネント４２４は、各局から、送信されたトリガフレームに基づいたアッ
プリンクリソース上で、応答フレーム（例えば、応答フレーム４２８）を受信するように
構成され得る。応答フレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み得、かつ
アップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に受信される。一態
様では、チャネルコンディションは、局におけるＣＣＡ決定、局におけるＮＡＶ設定、局
においてＥＤレベルが第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下
回ること、のうちの１つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジー
であることを示し得る。各局からの応答フレームは、アップリンクリソース／チャネルが
ビジーである間にアップリンクリソース上で受信され得る。別の態様では、フィードバッ
クは、ＲＵのセットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。ＲＵの順序付けら
れたリストは、ＲＵのセットのうちのＲＵがＣＣＡをクリアとしたかどうか、または各局
のＣＱＩ選好に基づいて、順序付けられ得る。別の構成では、フィードバックは、ＲＵの
セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。ＲＵの順序付けられたリストは
、リソースユニットのセットのサブセットであり得る。この構成では、リソース割り振り
コンポーネント４２４は、受信された応答フレームと、受信された応答フレーム中に示さ
れたＲＵの順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにスケジュール
されるべき局のサブセットを決定するように、および、アップリンク送信のために局のサ
ブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレームを、局の
サブセットに送信するように、構成され得る。別の構成では、リソース割り振りコンポー
ネント４２４は、局のセットの各局からの受信された応答フレームに基づいて局のサブセ
ットを選択することによって、ＲＵの順序付けられたリストに基づいて少なくとも１つの
ＲＵロケーションを決定することによって、およびＲＵの順序付けられたリストに基づい
て少なくとも１つのＲＵサイズを決定することによって、局のサブセットを決定するよう
に構成され得る。別の構成では、リソース割り振りコンポーネント４２４は、第２のトリ
ガフレームを送信する前に、ダウンリンクマルチユーザフレーム（例えば、ダウンリンク
ＭＵフレーム４３２）を送信するように構成され得る。
【００５６】
　[0064]　ワイヤレスデバイス４０２の様々なコンポーネントは、バスシステム４２６に
よって連結（coupled together）され得る。バスシステム４２６は、データバスを含み得
、例えばデータバスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスも、含
み得る。ワイヤレスデバイス４０２のコンポーネントは、何らかの他のメカニズムを使用
して、互いに入力を提供し得るまたは受け取り（accept）得るか、または連結され得る。
【００５７】
　[0065]　図４にはいくつかの別個のコンポーネントが例示されているが、それらコンポ
ーネントのうちの１つまたは複数は、組み合わせられ得るか、または共通してインプリメ
ント（commonly implemented）され得る。例えば、プロセッサ４０４は、プロセッサ４０
４に関して上述した機能性のみをインプリメントするためではなく、信号検出器４１８、
ＤＳＰ４２０、ユーザインタフェース４２２、および／またはリソース割り振りコンポー
ネント４２４に関して上述した機能性もインプリメントするために、使用され得る。さら
に、図４に例示されるコンポーネントの各々は、複数の別個の要素を使用してインプリメ
ントされ得る。
【００５８】
　[0066]　図５は、リソースユニットフィードバックに基づいたリソース割り振りの例示
的な方法５００のフローチャートである。方法５００は、装置（例えば、ＡＰ１０４、ま
たは、例えばワイヤレスデバイス４０２）を使用して実施され得る。方法５００は、以下
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では図４のワイヤレスデバイス４０２の要素に関して説明されるが、ここに説明されるス
テップのうちの１つまたは複数をインプリメントするために、他のコンポーネントが使用
され得る。図５における点線は、オプションの動作を示し得る。
【００５９】
　[0067]　ブロック５０５において、装置は、局のセットに、局のセットの各局にとって
利用可能なＲＵのセットを示す制御フレーム（例えば、トリガフレーム）を送信し得る。
制御フレームは、各局に対してＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求であ
り得る。例えば、図２に関して、装置は、ＡＰであり得、局のセットは、ＳＴＡ１～８で
あり得る。２０２において、ＡＰは、ＳＴＡ１～８に、ＳＴＡ１～８の各々にとって利用
可能なＲＵのセットを示す第１のトリガフレーム（例えば、制御フレーム）を送信し得る
。第１のトリガフレームは、ＳＴＡ１～８の各々に対してＲＵのセットについてのフィー
ドバックを求める要求であり得る。例えば、第１のトリガフレームは、１に設定されたフ
ィードバック要求ビットを含み得る。
【００６０】
　[0068]　ブロック５１０において、装置は、各局から、アップリンクリソース上で応答
フレームを受信し得る。応答フレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み
得、かつアップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に受信され
得る。フィードバックは、制御フレーム中に示されたＲＵのセットに基づくＲＵの順序付
けられたリストであり得る。チャネルコンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、ＥＤ
レベルが第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下回ること、の
うちの１つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであることを
示し得る。一態様では、各局からの応答フレームは、チャネルがビジーである間にそれぞ
れのアップリンクリソース上で受信され得る。別の態様では、ＲＵの順序付けられたリス
トは、ＲＵのセットのうちのＲＵがＣＣＡをクリアとしたかどうか、または各局のＣＱＩ
選好に基づいて、順序付けられ得る。例えば、図２に関して、ＡＰは、ＳＴＡの各々から
、２０４において、それぞれのアップリンクリソース上で制御応答フレームを受信し得る
。制御応答フレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み得、フィードバッ
クは、１つまたは複数のものの順序付けられたリストであり得る。制御応答フレームは、
アップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に受信され得る。例
えば、ＡＰがＳＴＡ１から制御応答フレームを受信するとき、ＳＴＡ１は、アップリンク
リソースがＣＣＡをクリアとしないときでさえ、アップリンクリソース上で制御応答フレ
ームを送信し得る。ＡＰはまた、ＳＴＡ２～８から制御応答フレームを受信し得る。
【００６１】
　[0069]　５１５において、装置は、受信された応答フレームと、受信された応答フレー
ム中に示されたＲＵの順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにス
ケジュールされるべき局のサブセットを決定し得る。一態様では、装置は、局のセットの
各局からの受信された応答フレームに基づいて、局のサブセットを選択すること（５２０
において）によって、ＲＵの順序付けられたリストに基づいて少なくとも１つのＲＵロケ
ーション（例えば、シンボルロケーション）を決定することによって、およびＲＵの順序
付けられたリストに基づいて少なくとも１つのＲＵサイズ（例えば、２０メガヘルツ（Ｍ
Ｈｚ）、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚ等）を決定することによって、局のサブ
セットを決定し得る。例えば、図２に関して、ＳＴＡ１～８から受信された制御応答フレ
ーム（例えば、Ｃ－ＲＰ１～８）に基づいて、ＡＰは、ＳＴＡ１、３、４、６、８がアッ
プリンク送信のためにスケジュールされることを決定し得る。決定は、ＳＴＡ１、３、４
、６、８がＣＣＡをクリアとしたＲＵを割り振られたことを示すＳＴＡ１、３、４、６、
８からの制御応答フレームに基づき得る。ＡＰは、ＲＵロケーションおよびＲＵサイズ（
例えば、シンボルロケーションおよび通信バンド幅サイズ）を決定し得る。
【００６２】
　[0070]　５３５において、装置は、アップリンク送信のために局のサブセット中の各局
に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２の制御フレームを、局のサブセットに送信し
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得る。例えば、図２を参照すると、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信のためにＳＴＡの各々に割り
振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレームを、ＳＴＡ１、３、４、６、８に
送信し得る。
【００６３】
　[0071]　５４０において、装置は、第２の制御フレームを送信する前に、ダウンリンク
ＭＵフレームを送信し得る。例えば、図２、具体的には図２５０に関して、ＡＰは、第２
のトリガフレームを送信する前に、ＤＬ　ＭＵフレームをＳＴＡ１、３、４、６、８に送
信し得る。一態様では、ＡＰは、ＡＰに第２のトリガフレームを生成するための時間をよ
り多く提供するためにＤＬ　ＭＵフレームを最初に送信し得る。
【００６４】
　[0072]　図６は、フィードバックに基づいて、リソース割り振りを実施し得る例示的な
ワイヤレス通信デバイス６００の機能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス６００
は、受信機６０５、処理システム６１０、および送信機６１５を含み得る。処理システム
６１０は、リソース割り振りコンポーネント６２４を含み得る。処理システム６１０、リ
ソース割り振りコンポーネント６２４、および／または送信機６１５は、局のセットに、
局のセットの各局にとって利用可能な、アップリンク送信のためのＲＵのセットを示すト
リガフレーム（例えば、トリガフレーム６２６）を送信するように構成され得る。トリガ
フレームは、各局に対してＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求を含み得
る。処理システム６１０、リソース割り振りコンポーネント６２４、および／または受信
機６０５は、各局から、送信されたトリガフレームに基づいたアップリンクリソース上で
、応答フレーム（例えば、応答フレーム６２８）を受信するように構成され得る。応答フ
レームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを含み得、かつアップリンクリソース
に関連するチャネルコンディションとは無関係に受信される。一態様では、チャネルコン
ディションは、局におけるＣＣＡ決定、局におけるＮＡＶ設定、局においてＥＤレベルが
第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下回ること、のうちの１
つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであることを示し得る
。各局からの応答フレームは、アップリンクリソース／チャネルがビジーである間にアッ
プリンクリソース上で受信され得る。別の態様では、フィードバックは、ＲＵのセットに
基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。ＲＵの順序付けられたリストは、ＲＵの
セットのうちのＲＵがＣＣＡをクリアとしたかどうか、または各局のＣＱＩ選好に基づい
て、順序付けられ得る。別の構成では、フィードバックは、ＲＵのセットに基づくＲＵの
順序付けられたリストであり得る。ＲＵの順序付けられたリストは、リソースユニットの
セットのサブセットであり得る。この構成では、処理システム６１０および／またはリソ
ース割り振りコンポーネント６２４は、受信された応答フレームと、受信された応答フレ
ーム中に示されたＲＵの順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のために
スケジュールされるべき局のサブセットを決定するように、および、アップリンク送信の
ために局のサブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレ
ームを、局のサブセットに送信するように、構成され得る。別の構成では、処理システム
６１０および／またはリソース割り振りコンポーネント６２４は、局のセットの各局から
の受信された応答フレームに基づいて局のサブセットを選択することによって、ＲＵの順
序付けられたリストに基づいて少なくとも１つのＲＵロケーションを決定することによっ
て、およびＲＵの順序付けられたリストに基づいて少なくとも１つのＲＵサイズを決定す
ることによって、局のサブセットを決定するように構成され得る。別の構成では、処理シ
ステム６１０、リソース割り振りコンポーネント６２４、および／または送信機６１５は
、第２のトリガフレームを送信する前に、ダウンリンクマルチユーザフレーム（例えば、
ダウンリンクＭＵフレーム６３２）を送信するように構成され得る。
【００６５】
　[0073]　受信機６０５、処理システム６１０、リソース割り振りコンポーネント６２４
、および／または送信機６１５は、図５のブロック５０５、５１０、５１５、５２０、５
２５、５３０、５３５、および５４０に関して上で説明された１つまたは複数の機能を実
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施するように構成され得る。受信機６０５は、受信機４１２に対応し得る。処理システム
６１０は、プロセッサ４０４に対応し得る。送信機６１５は、送信機４１０に対応し得る
。リソース割り振りコンポーネント６２４は、リソース割り振りコンポーネント１２４、
および／またはリソース割り振りコンポーネント４２４に対応し得る。
【００６６】
　[0074]　一構成では、ワイヤレス通信デバイス６００は、局のセットに、局のセットの
各局にとって利用可能な、アップリンク送信のためのＲＵのセットを示すトリガフレーム
を送信するための手段を含み得る。トリガフレームは、各局に対してＲＵのセットについ
てのフィードバックを求める要求を含み得る。ワイヤレス通信デバイス６００は、各局か
ら、送信されたトリガフレームに基づいたアップリンクリソース上で、応答フレームを受
信するための手段を含み得る。応答フレームは、ＲＵのセットについてのフィードバック
を含み得、かつアップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に受
信される。一態様では、チャネルコンディションは、局におけるＣＣＡ決定、局における
ＮＡＶ設定、局においてＥＤレベルが第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２
のしきい値を下回ること、のうちの１つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチ
ャネルがビジーであることを示し得る。各局からの応答フレームは、アップリンクリソー
ス／チャネルがビジーである間にアップリンクリソース上で受信され得る。別の態様では
、フィードバックは、ＲＵのセットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。Ｒ
Ｕの順序付けられたリストは、ＲＵのセットのうちのＲＵがＣＣＡをクリアとしたかどう
か、または各局のＣＱＩ選好に基づいて、順序付けられ得る。別の構成では、フィードバ
ックは、ＲＵのセットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり得る。ＲＵの順序付け
られたリストは、リソースユニットのセットのサブセットであり得る。この構成では、ワ
イヤレス通信デバイス６００は、受信された応答フレームと、受信された応答フレーム中
に示されたＲＵの順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにスケジ
ュールされるべき局のサブセットを決定するための、および、アップリンク送信のために
局のサブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレームを
、局のサブセットに送信するための、手段を含み得る。別の構成では、局のサブセットを
決定するための手段は、局のセットの各局からの受信された応答フレームに基づいて局の
サブセットを選択するように、ＲＵの順序付けられたリストに基づいて少なくとも１つの
ＲＵロケーションを決定するように、およびＲＵの順序付けられたリストに基づいて少な
くとも１つのＲＵサイズを決定するように、構成され得る。別の構成では、ワイヤレス通
信デバイス６００は、第２のトリガフレームを送信する前に、ダウンリンクマルチユーザ
フレーム（例えば、ダウンリンクＭＵフレーム６３２）送信するための手段を含み得る。
【００６７】
　[0075]　例えば、トリガフレームを送信するための手段は、処理システム６１０、リソ
ース割り振りコンポーネント６２４、および／または送信機６１５を含み得る。受信する
ための手段は、処理システム６１０、リソース割り振りコンポーネント６２４、および／
または受信機６０５を含み得る。局のサブセットを決定するための手段は、処理システム
６１０および／またはリソース割り振りコンポーネント６２４を含み得る。第２のトリガ
フレームを送信するための手段は、処理システム６１０、リソース割り振りコンポーネン
ト６２４、および／または送信機６１５を含み得る。ダウンリンクマルチユーザフレーム
を送信するための手段は、処理システム６１０、リソース割り振りコンポーネント６２４
、および／または送信機６１５を含み得る。
【００６８】
　[0076]　図７は、図１のワイヤレス通信システム１００内で用いられ得るリソースユニ
ットフィードバックを提供するワイヤレスデバイス７０２の例示的な機能ブロック図を示
す。ワイヤレスデバイス７０２は、ここに説明された様々な方法をインプリメントするよ
うに構成され得るデバイスの例である。例えば、ワイヤレスデバイス７０２は、ＳＴＡ１
１４を備え得る。
【００６９】
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　[0077]　ワイヤレスデバイス７０２は、ワイヤレスデバイス７０２の動作を制御するプ
ロセッサ７０４を含み得る。プロセッサ７０４はまた、ＣＰＵとも呼ばれ得る。メモリ７
０６は、ＲＯＭとＲＡＭの両方を含み得、プロセッサ７０４に命令およびデータを提供し
得る。メモリ７０６の一部はまた、ＮＶＲＡＭを含み得る。プロセッサ７０４は、典型的
には、メモリ７０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理および算術演算（lo
gical and arithmetic operations）を実施する。メモリ７０６における命令は、ここに
説明される方法をインプリメントするために、（例えば、プロセッサ７０４によって）実
行可能であり得る。
【００７０】
　[0078]　プロセッサ７０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いてインプリメントさ
れる処理システムのコンポーネントであり得るか、またはそれを備え得る。１つまたは複
数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、ＤＳＰ、ＦＰＧＡ
、ＰＬＤ、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェアコ
ンポーネント、専用ハードウェア有限ステートマシン、または情報の計算または他の操作
を実施することができる任意の他の好適なエンティティのいかなる組合せでもインプリメ
ントされ得る。
【００７１】
　[0079]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械読み取り可能な媒体
を含み得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、ハードウェア記述言語、または他の呼称のいずれで呼ばれようと、いかなるタイ
プの命令も意味するように広く解釈されるべきである。命令は、コード（例えば、ソース
コードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能なコードフォーマット、ま
たは任意の他の好適なコードフォーマットの）を含み得る。命令は、１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行されると、処理システムに、ここに説明される様々な機能を実施さ
せる。
【００７２】
　[0080]　ワイヤレスデバイス７０２はまた、ハウジング７０８を含み得、またワイヤレ
スデバイス７０２は、ワイヤレスデバイス７０２とリモートデバイスとの間のデータの送
信および受信を可能にするために、送信機７１０および／または受信機７１２を含み得る
。送信機７１０および受信機７１２は、トランシーバ７１４へと組み合わせられ得る。ア
ンテナ７１６がハウジング７０８に取り付けられ、トランシーバ７１４に電気的に結合さ
れ得る。ワイヤレスデバイス７０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトラン
シーバ、および／または複数のアンテナを含み得る。
【００７３】
　[0081]　ワイヤレスデバイス７０２はまた、トランシーバ７１４または受信機７１２に
よって受信される信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る、信号検出器
７１８を含み得る。信号検出器７１８は、総エネルギ、シンボルごとのサブキャリア当た
りのエネルギ、電力スペクトル密度、および他の信号としてそのような信号を検出し得る
。ワイヤレスデバイス７０２はまた、信号の処理に使用するためのＤＳＰ７２０を含み得
る。ＤＳＰ７２０は、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの
態様では、パケットは、ＰＰＤＵを備え得る。
【００７４】
　[0082]　ワイヤレスデバイス７０２は、いくつかの態様では、ユーザインタフェース７
２２をさらに備え得る。ユーザインタフェース７２２は、キーパッド、マイクロフォン、
スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインタフェース７２２は、ワ
イヤレスデバイス７０２のユーザに情報を伝達する、および／またはユーザから入力を受
け取るいかなる要素またはコンポーネントも含み得る。
【００７５】
　[0083]　ワイヤレスデバイス７０２がＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１４）としてインプリ
メントされるとき、ワイヤレスデバイス７０２はまた、フィードバックコンポーネント７
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２４を備え得る。フィードバックコンポーネント７２４は、アクセスポイントから、アッ
プリンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示すトリガフレーム（例えば
、トリガフレーム７３４）を受信するように構成され得る。トリガフレームは、ＲＵのセ
ットについてのフィードバックを求める要求であり得る。フィードバックコンポーネント
７２４は、トリガフレーム中に示されたＲＵのセットに関連するチャネルコンディション
に基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバックを決定するように構成され得る。フ
ィードバックコンポーネント７２４は、局に割り振られたアップリンクリソース上で応答
フレーム（例えば、応答フレーム７２８）を送信するように構成され得る。応答フレーム
は、決定されたフィードバックを含み得、かつアップリンクリソースに関連するチャネル
コンディションとは無関係に送信され得る。一構成では、フィードバックコンポーネント
７２４は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディションを決定す
ることによって、フィードバックを決定するように構成され得る。それぞれのチャネルコ
ンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、またはＣＱＩに基づき得る。この構成では、
フィードバックコンポーネント７２４は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチ
ャネルコンディションに基づいて順序付けられるＲＵのリストを決定するようにさらに構
成され得る。別の構成では、フィードバックコンポーネント７２４は、ＲＵのセット中の
少なくとも１つのＲＵのために好ましいＭＣＳを決定することによって、フィードバック
を決定するようにさらに構成され得る。一態様では、アップリンクリソースに関連するチ
ャネルコンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、ＥＤレベルが第１のしきい値を上回
ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下回ること、のうちの１つに基づいて、アップ
リンクリソースに関連するチャネルがビジーであることを示し得る。この態様では、応答
フレームは、チャネルがビジーである間にアップリンクリソース上で送信され得る。別の
構成では、フィードバックコンポーネント７２４は、アップリンク送信のために局に割り
振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレーム（例えば、第２のトリガフレーム
７３０）を受信するように構成され得る。ＲＵのサブセットは、アクセスポイントに送信
された決定されたフィードバックに基づき得る。
【００７６】
　[0084]　ワイヤレスデバイス７０２の様々なコンポーネントは、バスシステム７２６に
よって連結（coupled together）され得る。バスシステム７２６は、データバスを含み得
、例えばデータバスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスも、含
み得る。ワイヤレスデバイス７０２のコンポーネントは、何らかの他のメカニズムを使用
して、互いに入力を提供し得るまたは受け取り（accept）得るか、または連結され得る。
【００７７】
　[0085]　図７にはいくつかの別個のコンポーネントが例示されているが、それらコンポ
ーネントのうちの１つまたは複数は、組み合わせられ得るか、または共通してインプリメ
ント（commonly implemented）され得る。例えば、プロセッサ７０４は、プロセッサ７０
４に関して上述した機能性のみをインプリメントするためではなく、信号検出器７１８、
ＤＳＰ７２０、ユーザインタフェース７２２、および／またはフィードバックコンポーネ
ント７２４に関して上述した機能性もインプリメントするために、使用され得る。さらに
、図７に例示されるコンポーネントの各々は、複数の別個の要素を使用してインプリメン
トされ得る。
【００７８】
　[0086]　図８は、ＭＵ送信のために利用可能なリソースユニットについてのフィードバ
ックを提供する例示的な方法８００のフローチャートである。方法８００は、装置（例え
ば、ＳＴＡ１１４、または、例えばワイヤレスデバイス７０２）を使用して実施され得る
。方法８００は、以下では図７のワイヤレスデバイス７０２の要素に関して説明されるが
、ここに説明されるステップのうちの１つまたは複数をインプリメントするために、他の
コンポーネントが使用され得る。図８における点線は、オプションの動作を表し得る。
【００７９】
　[0087]　ブロック８０５において、装置は、アクセスポイントから、アップリンク送信
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のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示す制御フレームを受信し得る。制御フレ
ームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを求める要求であり得る。例えば、図２
に関して、装置は、ＳＴＡ１であり得る。ＳＴＡ１は、ＡＰから、アップリンクおよび／
またはダウンリンク送信のためにＳＴＡ１にとって利用可能なＲＵのセットを示す第１の
トリガフレームを受信し得る。第１のトリガメッセージは、ＲＵのセットについてのフィ
ードバックを求める要求である。
【００８０】
　[0088]　ブロック８１０において、装置は、制御フレーム中に示されたＲＵのセットに
関連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバックを
決定し得る。一態様では、装置は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネル
コンディションを決定する（８１５において）ことであって、それぞれのチャネルコンデ
ィションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、またはＣＱＩに基づく、決定することによって、
ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディションに基づいて順序付け
られるＲＵのリストを決定する（８２０において）ことによって、および／またはＤＬ通
信のために使用されることになる少なくとも１つのＲＵのために好ましいＭＣｓ（a pref
erred MCs）を決定する（８２５において）ことによって、フィードバックを決定し得る
。例えば、図２に関して、ＳＴＡ１は、ＲＵのセット中の各ＲＵがＣＣＡをクリアとする
かどうかを決定することによって、ＳＴＡ１にとって利用可能なＲＵのセットについての
フィードバックを決定し得る。ＣＣＡをクリアとしたＲＵについて、ＳＴＡ１は、ＲＵ上
でＣＱＩを測定し得、チャネル品質が高い順にＲＵのリストを決定し得る。
【００８１】
　[0089]　ブロック８３０において、装置は、アップリンクリソース上で応答フレームを
送信し得る。応答フレームは、決定されたフィードバックを含み得、かつアップリンクリ
ソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信され得る。例えば、図２に関
して、ＳＴＡ１は、第１のトリガフレーム中に示され得るアップリンクリソース上で制御
応答フレームを送信し得る。制御応答フレームは、ＲＵの順序付けられたリストを含み得
、かつアップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信され得
る。一態様では、制御応答フレームは、チャネルがビジーであることをチャネルコンディ
ションが示す（例えば、アップリンクリソースがＣＣＡをクリアとしない）ときでさえ、
送信され得る。
【００８２】
　[0090]　ブロック８３５において、装置は、アップリンク送信のために装置に割り振ら
れたＲＵのサブセットを示す第２の制御フレームを受信し得る。ＲＵのサブセットは、ア
クセスポイントに送信された決定されたフィードバック（例えば、ＲＵの順序付けられた
リスト）に基づき得る。例えば、図２に関して、ＳＴＡ１は、ＵＬ　ＭＵ送信のためにＳ
ＴＡ１に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレームを受信し得る。ＲＵ
のサブセットは、ＡＰに送信された順序付けられたＲＵのリストに基づき得る。
【００８３】
　[0091]　図９は、リソースユニットフィードバックを提供するための例示的なワイヤレ
ス通信デバイス９００の機能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス９００は、受信
機９０５、処理システム９１０、および送信機９１５を含み得る。処理システム９１０は
、フィードバックコンポーネント９２４を含み得る。処理システム９１０、フィードバッ
クコンポーネント９２４、および／または受信機９０５は、アクセスポイントから、アッ
プリンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示すトリガフレーム（例えば
、トリガフレーム９２６）を受信するように構成され得る。トリガフレームは、ＲＵのセ
ットについてのフィードバックを求める要求であり得る。処理システム９１０および／ま
たはフィードバックコンポーネント９２４は、トリガフレーム中に示されたＲＵのセット
に関連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフィードバック
を決定するように構成され得る。処理システム９１０、フィードバックコンポーネント９
２４、および／または送信機９１５は、局に割り振られたアップリンクリソース上で応答
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フレーム（例えば、応答フレーム９２８）を送信するように構成され得る。応答フレーム
は、決定されたフィードバックを含み得、かつアップリンクリソースに関連するチャネル
コンディションとは無関係に送信され得る。一構成では、処理システム９１０および／ま
たはフィードバックコンポーネント９２４は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれ
のチャネルコンディションを決定することによって、フィードバックを決定するように構
成され得る。それぞれのチャネルコンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、またはＣ
ＱＩに基づき得る。この構成では、処理システム９１０および／またはフィードバックコ
ンポーネント９２４は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディシ
ョンに基づいて順序付けられるＲＵのリストを決定するようにさらに構成され得る。別の
構成では、処理システム９１０および／またはフィードバックコンポーネント９２４は、
ＲＵのセット中の少なくとも１つのＲＵのために好ましいＭＣＳを決定することによって
、フィードバックを決定するようにさらに構成され得る。一態様では、アップリンクリソ
ースに関連するチャネルコンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、ＥＤレベルが第１
のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下回ること、のうちの１つに
基づいて、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであることを示し得る。こ
の態様では、応答フレームは、チャネルがビジーである間にアップリンクリソース上で送
信され得る。別の構成では、処理システム９１０、フィードバックコンポーネント９２４
、および／または受信機９０５は、アップリンク送信のために局に割り振られたＲＵのサ
ブセットを示す第２のトリガフレーム（例えば、第２のトリガフレーム９３０）を受信す
るように構成され得る。ＲＵのサブセットは、アクセスポイントに送信された決定された
フィードバックに基づき得る。
【００８４】
　[0092]　受信機９０５、処理システム９１０、フィードバックコンポーネント９２４、
および／または送信機９１５は、図８のブロック８０５、８１０、８１５、８２０、８２
５、８３０、および８３５に関して上で説明された１つまたは複数の機能を実施するよう
に構成され得る。受信機９０５は、受信機７１２に対応し得る。処理システム９１０は、
プロセッサ７０４に対応し得る。送信機９１５は、送信機７１０に対応し得る。フィード
バックコンポーネント９２４は、フィードバックコンポーネント１２６および／またはフ
ィードバックコンポーネント７２４に対応し得る。
【００８５】
　[0093]　一構成では、ワイヤレス通信デバイス９００は、アクセスポイントから、アッ
プリンク送信のために局にとって利用可能なＲＵのセットを示すトリガフレームを受信す
るための手段を含み得る。トリガフレームは、ＲＵのセットについてのフィードバックを
求める要求であり得る。ワイヤレス通信デバイス９００は、トリガフレーム中に示された
ＲＵのセットに関連するチャネルコンディションに基づいて、ＲＵのセットについてのフ
ィードバックを決定するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバイス９００は、ワイ
ヤレス通信デバイス９００に割り振られたアップリンクリソース上で応答フレームを送信
するための手段を含み得る。応答フレームは、決定されたフィードバックを含み得、かつ
アップリンクリソースに関連するチャネルコンディションとは無関係に送信され得る。一
構成では、フィードバックを決定するための手段は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそ
れぞれのチャネルコンディションを決定するように構成され得る。それぞれのチャネルコ
ンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、またはＣＱＩに基づき得る。この構成では、
決定するための手段は、ＲＵのセットの各ＲＵに関連するそれぞれのチャネルコンディシ
ョンに基づいて順序付けられるＲＵのリストを決定するようにさらに構成され得る。別の
構成では、フィードバックを決定するための手段は、ＲＵのセット中の少なくとも１つの
ＲＵのために好ましいＭＣＳを決定するように構成され得る。一態様では、アップリンク
リソースに関連するチャネルコンディションは、ＣＣＡ決定、ＮＡＶ設定、ＥＤレベルが
第１のしきい値を上回ること、またはＣＱＩが第２のしきい値を下回ること、のうちの１
つに基づいて、アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであることを示し得る
。この態様では、応答フレームは、チャネルがビジーである間にアップリンクリソース上
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で送信され得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス９００は、アップリンク送信の
ために局に割り振られたＲＵのサブセットを示す第２のトリガフレーム（例えば、第２の
トリガフレーム７３０）を受信するための手段を含み得る。ＲＵのサブセットは、アクセ
スポイントに送信された決定されたフィードバックに基づき得る。
【００８６】
　[0094]　例えば、アクセスポイントからトリガフレームを受信するための手段は、処理
システム９１０、フィードバックコンポーネント９２４、および／または受信機９０５を
含み得る。フィードバックを決定するための手段は、処理システム９１０、および／また
はフィードバックコンポーネント９２４を含み得る。応答フレームを送信するための手段
は、処理システム９１０、フィードバックコンポーネント９２４、および／または送信機
９１５を含み得る。第２のトリガフレームを受信するための手段は、処理システム９１０
、フィードバックコンポーネント９２４、および／または受信機９０５を含み得る。
【００８７】
　[0095]　上に説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフ
トウェアコンポーネント（１つまたは複数の）、回路、および／またはモジュール（１つ
または複数の）のような、動作を実施することが可能な任意の好適な手段によって実施さ
れ得る。一般に、図に例示された任意の動作は、動作を実施することが可能である対応す
る機能的手段によって実施され得る。
【００８８】
　[0096]　本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、コンポーネントお
よび回路は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ＦＰＧＡま
たは他のＰＬＤ、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハード
ウェアコンポーネント、あるいはここに説明された機能を実施するように設計されたそれ
らの任意の組合せを用いてインプリメントまたは実施され得る。汎用プロセッサは、マイ
クロプロセッサであり得るが、代替の方法では、プロセッサは、いかなる市販のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでもあり得る。プロセ
ッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、または任意の他のそのような構成としてもインプリメントされ得る。
【００８９】
　[0097]　１つまたは複数の態様において、説明された複数の機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。ソ
フトウェアでインプリメントされる場合、それら機能は、コンピュータ読み取り可能な媒
体上の１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信され得る。コンピュータ
読み取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容
易にする任意の媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は
、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）また
は他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるい
は、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを搬送または記憶するために
使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる、任意の他の
媒体を備えることができる。また、いかなる接続も、コンピュータ読み取り可能な媒体と
適切に称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよ
うなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから
送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または
赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多目的ディスク（disc）
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（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生
し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。したがっ
て、コンピュータ読み取り可能な媒体は、非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体（
例えば、有形の媒体）を備える。
【００９０】
　[0098]　ここに開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。これら方法のステップおよび／またはアクションは
、特許請求の範囲の適用範囲（the scope）から逸脱することなく、互いに置き換えられ
得る。言い換えれば、ステップまたはアクションの特定の順序が規定されていない限り、
特定のステップおよび／またはアクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲
の適用範囲から逸脱することなく修正され得る。
【００９１】
　[0099]　したがって、ある特定の態様は、ここに提示された動作を実施するためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。例えば、そのようなコンピュータプログラム製品は
、命令を記憶（および／または符号化）したコンピュータ読み取り可能な媒体を備え得、
それら命令は、ここに説明された動作を実施するために１つまたは複数のプロセッサによ
って実行可能である。ある特定の態様については、コンピュータプログラム製品は、パッ
ケージング素材を含み得る。
【００９２】
　[00100]　さらに、ここに説明された技法および方法を実施するためのコンポーネント
および／または他の適した手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局に
よって、ダウンロードされることができるおよび／または別の方法で取得されることがで
きることは認識されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、ここに説明された方
法を実施するための手段の転送を容易にするために、サーバに接続されることができる。
代替的に、ここに説明された様々な方法は、デバイスに記憶手段を提供するまたは結合す
る際に、ユーザ端末および／または基地局が様々な方法を得ることができるように、記憶
手段（例えば、ＣＤまたはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、ＲＯＭ、ＲＡＭ等
）を通じて提供されることができる。さらに、ここに説明された方法および技法をデバイ
スに提供するためのいかなる他の好適な技法も利用されることができる。
【００９３】
　[00101]　本願の特許請求の範囲が上に例示されたまさにその構成およびコンポーネン
トに限定されないことは理解されるべきである。特許請求の範囲の適用範囲から逸脱する
ことなく、上で説明された装置および方法の詳細、動作、および配列において、様々な修
正、変更、および変形がなされ得る。
【００９４】
　[00102]　前述の内容は、本開示の態様を対象としているが、本開示の他の態様および
本開示のさらなる態様が、その基本的な範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲
は、以下の特許請求の範囲によって決定される。
【００９５】
　[00103]　先の説明は、当業者が、ここに説明された様々な態様を実施することができ
るように提供されている。これらの態様に対する様々な変更は、当業者に容易に理解され
るものであり、ここに定義された一般的な原理は、他の態様に適用され得る。したがって
、特許請求の範囲は、ここに示される態様に限定されるようには意図されておらず、請求
項の文言と一致する最大の範囲を認められるべきであり、ここで、ある要素への単数形で
の言及は、そのように明確に述べられていない限りは「１つおよび１つのみ」を意味する
のではなく、「１つまたは複数」を意味するように意図されている。そうでないとの明確
な記載がない限り、「いくつかの（some）」という用語は、１つまたは複数を指す。当業
者に知られている、あるいは後に知られることになる本開示全体にわたって説明された様
々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的な同等物は、参照によってここに明
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確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるように意図されている。さらに、本明細書
におけるいかなる開示も、そのような開示が特許請求の範囲に明確に記載されているか否
かに関わらず、公衆に献呈されることを意図したものではない。特許請求の範囲のいずれ
の要素も、その要素が「のための手段」という表現を使用して明示的に記載されていない
限り、または、方法の請求項のケースでは、その要素が「のためのステップ」という表現
を使用して記載されていない限り、米国特許法第１１２条（ｆ）の規定の下で解釈される
べきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　局のセットに、局の前記セットの各局にとって利用可能な、アップリンク送信のための
リソースユニット（ＲＵ）のセットを示すトリガフレームを送信することと、ここにおい
て、前記トリガフレームは、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバックを
求める要求を備え、
　各局から、前記送信されたトリガフレームに基づいたアップリンクリソース上で、応答
フレームを受信することと、ここにおいて、前記応答フレームは、ＲＵの前記セットにつ
いての前記フィードバックを含み、かつ前記アップリンクリソースに関連するチャネルコ
ンディションとは無関係に受信され、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記チャネルコンディションは、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）決定、ネット
ワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、エネルギ検出（ＥＤ）レベルが第１のしきい値
を上回ること、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）が第２のしきい値を下回ること、のう
ちの１つに基づいて、前記アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであること
を示し、各局からの前記応答フレームは、前記チャネルがビジーである間に前記アップリ
ンクリソース上で受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、ＲＵの前記セットのＲＵがクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）をクリアとしたかどうか、または各局のチャネル品質情報（ＣＱＩ）選好
に基づいて、順序付けられる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、リソースユニットの前記セットのサブセットであり
、前記方法は、
　前記受信された応答フレームと、前記受信された応答フレーム中に示されたＲＵの前記
順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにスケジュールされるべき
局のサブセットを決定することと、
　アップリンク送信のために局の前記サブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセッ
トを示す第２のトリガフレームを、局の前記サブセットに送信することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　局の前記サブセットを前記決定することは、
　局の前記セットの各局からの前記受信された応答フレームに基づいて、局の前記サブセ
ットを選択することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵロケーションを決
定することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵサイズを決定する
ことと、
　を備える、Ｃ４に記載の方法。
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［Ｃ６］
　前記第２のトリガフレームを送信する前に、ダウンリンクマルチユーザフレームを送信
することをさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記トリガフレームが、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバックを求
める前記要求を示す値を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がアクセスポイントであり、
　局のセットに、局の前記セットの各局にとって利用可能な、アップリンク送信のための
リソースユニット（ＲＵ）のセットを示すトリガフレームを送信するための手段と、ここ
において、前記トリガフレームは、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバ
ックを求める要求を備え、
　各局から、前記送信されたトリガフレームに基づいたアップリンクリソース上で、応答
フレームを受信するための手段と、ここにおいて、前記応答フレームは、ＲＵの前記セッ
トについての前記フィードバックを含み、かつ前記アップリンクリソースに関連するチャ
ネルコンディションとは無関係に受信され、
　を備える、装置。
［Ｃ９］
　前記チャネルコンディションは、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）決定、ネット
ワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、エネルギ検出（ＥＤ）レベルが第１のしきい値
を上回ること、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）が第２のしきい値を下回ること、のう
ちの１つに基づいて、前記アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであること
を示し、各局からの前記応答フレームは、前記チャネルがビジーである間に前記アップリ
ンクリソース上で受信される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、ＲＵの前記セットのＲＵがクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）をクリアとしたかどうか、または各局のチャネル品質情報（ＣＱＩ）選好
に基づいて、順序付けられる、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、リソースユニットの前記セットのサブセットであり
、前記装置は、
　前記受信された応答フレームと、前記受信された応答フレーム中に示されたＲＵの前記
順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにスケジュールされるべき
局のサブセットを決定するための手段と、
　アップリンク送信のために局の前記サブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセッ
トを示す第２のトリガフレームを、局の前記サブセットに送信するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１２］
　局の前記サブセットを決定するための前記手段が、
　局の前記セットの各局からの前記受信された応答フレームに基づいて、局の前記サブセ
ットを選択することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵロケーションを決
定することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵサイズを決定する
ことと、
　を行うように構成される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記トリガフレームが、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバックを求
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める前記要求を示す値を備える、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がアクセスポイントであり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　局のセットに、局の前記セットの各局にとって利用可能な、アップリンク送信のため
のリソースユニット（ＲＵ）のセットを示すトリガフレームを送信することと、ここにお
いて、前記トリガフレームは、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバック
を求める要求を備え、
　　各局から、前記送信されたトリガフレームに基づいたアップリンクリソース上で、応
答フレームを受信することと、ここにおいて、前記応答フレームは、ＲＵの前記セットに
ついての前記フィードバックを含み、かつ前記アップリンクリソースに関連するチャネル
コンディションとは無関係に受信され、
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ１５］
　前記チャネルコンディションは、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）決定、ネット
ワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）設定、エネルギ検出（ＥＤ）レベルが第１のしきい値
を上回ること、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）が第２のしきい値を下回ること、のう
ちの１つに基づいて、前記アップリンクリソースに関連するチャネルがビジーであること
を示し、各局からの前記応答フレームは、前記チャネルがビジーである間に前記アップリ
ンクリソース上で受信される、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、ＲＵの前記セットのＲＵがクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）をクリアとしたかどうか、または各局のチャネル品質情報（ＣＱＩ）選好
に基づいて、順序付けられる、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記フィードバックはＲＵの前記セットに基づくＲＵの順序付けられたリストであり、
ＲＵの前記順序付けられたリストは、リソースユニットの前記セットのサブセットであり
、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記受信された応答フレームと、前記受信された応答フレーム中に示されたＲＵの前
記順序付けられたリストとに基づいて、アップリンク送信のためにスケジュールされるべ
き局のサブセットを決定することと、
　　アップリンク送信のために局の前記サブセット中の各局に割り振られたＲＵのサブセ
ットを示す第２のトリガフレームを、局の前記サブセットに送信することと、
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　局の前記セットの各局からの前記受信された応答フレームに基づいて、局の前記サブセ
ットを選択することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵロケーションを決
定することと、
　ＲＵの前記順序付けられたリストに基づいて、少なくとも１つのＲＵサイズを決定する
ことと、
　によって、局の前記サブセットを決定するように構成される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２のトリガフレームを送信する前に、ダウ
ンリンクマルチユーザフレームを送信するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置
。



(29) JP 6798049 B2 2020.12.9

［Ｃ２０］
　前記トリガフレームが、各局に対してＲＵの前記セットについてのフィードバックを求
める前記要求を示す値を備える、Ｃ１４に記載の装置。
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